
 

 

 

 

 

 

 

 

障がい福祉課とのフラットトークに思うこと 

9 月２４日、障がい福祉課から２名（係長、主任）、家族会からは１５名参加し、「障がい福祉

課と家族会のフラットトーク」を開催した。会員からは、「交通費補助や医療費の補助の申請

を何年も前から行っているが、がなかなか実現しないが、どう思うか」、「グループホームの

入居に関する質問」、「親亡き後に残された当事者がどうしているのか、ちゃんと生活しているか」など多くの質

問が出された。特に親亡き後の一人暮らしについては、「親がいなくなっても皆さん生活できています。そのた

めにも普段から当事者やその家族が、社会とつながっていることが好ましい。中には親がいなくなってから良

い意味で大化けする人もいるので、あまり心配しなくても良いですよ」との回答については大いに勇気づけら

れた。 

また当事者のご両親が見学という形で初めて参加し、皆さんの話を熱心に聞いておられ、後日電話で「とて

も参考になり良かった」との連絡をいただいた。これまで家族会などには入っていないらしく、ご夫婦で今回の

フラットトークに参加したとのことだが、１時間半という短い時間だったが、「良い刺激を受けた」との感謝の言

葉をいただいた。このような言葉をいただくと、家族会の運営は大変だけれども、家族会を続けていて良かっ

たとあらためて感じた。 今回参加者は多くはなかったが、行政サイドとの意見交換はとても参考になるのでこ

れからも開催していきたい。そして多くの人に参加していただけるよう、フレッシュ厚木ニュースなどを使い、

PRしていきたい。 

 

     家族と当事者の教室を終えて  

９月15日に第1回目となる家族と当事者の教室が合同庁舎にて開催されました。昨年に続き愛光病院の高

井先生による精神症状の理解と対応についてのお話を伺いました。精神疾患についての基本的な症状などが

シンプルにまとめられ分りやすく理解がより一層深まりました。統合失調症や双極性障害は内部原因性といっ

て育て方や家庭環境が直接的な原因で発症する疾患ではないということですが未だ原因は不明のようです。

時として発病したことに対し親としての責任を問われた時に心の支えになりそうです。今回は家族に向けての

メッセージが多く、家族の苦しみにも理解を示され温かさのようなものを感じました。講演後には家族会の紹

介があり、日頃の活動を通して感じている事や、個性豊かなメッセージもあったりして楽しい一時でした。初め

ての試みの複合的な（リモート）開催でしたので携わって下さった関係者委員の皆様本当にご苦労様でした。  

 

障がい者体育大会に参加して  

９月30日に第６２回障がい者体育大会が荻野運動公園体育館にて 4年ぶりに開催されました。体育館はす

でに熱気に包まれ、開会式では市長が公務で不在のため副市長が代理で挨拶されてエッ ビックリ！何と同級

生！偉くなられました。選手宣誓では会の息子さんが選手代表に選ばれて立派に役目を果たされました。会か

らは 8名が参加し自分の体と相談しながら思い思いに競技に出場していました。観戦したり、おしゃべりしたり、

あゆコロちゃんとじゃんけんゲームで景品をゲットしたり参加賞の中身を交換し合ったり、大会の締め括りは全

員参加の鈴割で今日一番の白熱競技！無事に終了しました。障がいのある無しにかかわらず皆入り混じって体

を動かし最高な一日になりました。 
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障がい者の就労を考える 

皆様とともに障がいを理解する、知恵を出し合うことで、障がいとなることなく、彼らの強みとなり 

社会貢献の場への道となるのです。 

～プログラム～ 

１部 ・ご挨拶：海老名市保健福祉部障がい福祉課 

・プレゼンテーション：就労支援事業所に通う利用者様 

２部 ・パネルディスカッション 「障がい者の就労を考える」 

 パネリスト：株式会社トーモク、海老名市市長室職員課、障害者就業・生活支援センターぽむ他 

日時  ２０２３年１１月１６日（木） 13：30～16：00 （12：30受付開始） 

場所  海老名市総合福祉会館 娯楽室 

費用  無料  申込制 

定員  ３０名様 （定員になり次第締め切ります） 

対象  企業様・障害のある方、同支援機関、同団体等関係者様  

主催  発達障がい児者家族会「そのまんま」 

協同  就労移行支援事業／就労定着支援事業 アビリティーズジャスコ海老名センター 

      就労移行支援事業・就労定着支援事業  ウェルビー本厚木駅前センター 

      就労移行支援 プラーナ海老名   県央地域就労援助センター   

障害者就業生活支援センター ぽむ 

※ 参加希望の方は、取りまとめてＦＡＸで送りますので、フレッシュ厚木事務所（小野）までご連絡ください。 

 

 
令和５年度 成年後見制度地域連携後援会 

成年後見制度の現状と課題 

～地域連携ネットワークの構築に向けて～ 

成年後見制度は、本人に不利益が生じることのないように支援する制度であり、本人を支えるためには

福祉、医療、法律家、後見人等が地域でネットワークを築いていくことが必要です。この制度の現状と課

題、地域連携ネットワークについて、講師の方がわかりやすくお話します。 

日時  令和５年 12月１４日（木） １４：００～１６：15 （開場 １３：３０～） 

会場  あつぎのえいがかんｋｉｋｉ （アミューあつぎ ９Ｆ） 

対象  厚木市在住・在勤の方 

定員  １００人 （応募多数の場合は抽選） 

参加無料  参加者には粗品を進呈 

   講師  又村 あおい氏   全国手をつなぐ育成会連合会 常務理事兼事務局長 

        障害者総合支援法、児童福祉法をはじめとする障害児者福祉制度全般や障害者差別解消法などの

権利擁護施策と障害のある人の意思決定支援、障害のある人の暮らしとお金、障害児者支援を通じた

地域づくりなどが主な活動分野。 

申込先  厚木市権利擁護支援センターあゆさぽ（厚木市社会福祉協議会） ＴＥＬ：046-225-2939 

申込〆切  令和５年１１月１０日（金） 

共催：厚木市福祉部 介護福祉課・障がい福祉課  厚木市権利擁護支援センターあゆさぽ 

 ２ 
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第４９回『県民の集い』ｉｎ小田原 

ピアサポートの輪をひろげよう！仲間があなたを支えます 

日 時  ２０２３年１１月１１日（土） １３：００～１６：００ 

場 所  小田原三の丸ホール 小ホール 

参加費  無料（定員３００名） ※要事前申込 ⇒  

      【プログラム】 

１２：３０  開 場  （受付） 

 １３：００  開 会    開会あいさつ 

 １３：３０  基調講演  聖学院大学 心理福祉学部 心理福祉学科 

                教授  相川 章子（あいかわ あやこ）氏 

 １４：３０  シンポジウム 

        コーディネーター：相川章子氏 シンポジスト：相模原市あしたば会、秦野市ぱれっと・はだ

のピアサポーター、南足柄自立サポートセンタースマイル、おだわらピアステーション 

 １６：００  閉 会 

◆主催 ＮＰＯ法人じんかれん  ＴＥＬ ０４５－８２１－８７９６ （火・木１０：００～１６：００） 

◆共催 小田原 梅の会 

9/26 福祉の広場実行委員会      １名 

9/30 第 62回厚木市障がい者体育大会 ８名 

10/1 赤い羽根街頭募金        1名 

10/3 じんかれん理事会        １名 

10/5 県民の集い小田原会場下見    ２名 

10/5 厚木市障害者協議会実務者会議  １名 

10/6 第 2回保健福祉審議会      1名 

10/11 臨時理事会           ７名 
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活動報告 

９/24 フレッシュ厚木理事会・定例会   １８名 

  【理事会議題】 

① ポスター配布について ②フラットトーク   

③ 11月講演会 ④バス旅行 ⑤要望書 

⑥県民の集い等じんかれんから 

  【定例会】障がい福祉課とのフラットトーク 

       情報交換 

９/26 厚木市地域交流事業実行委員会   1名 

  

令和５年 11月 定例会 第２回研修会のご案内 

   

     

 

  

   

   

３ 

 

日 時；１１月１２日（第２日曜日）１３：００～１５：３０ 

場 所；厚木市保健福祉センター ４階研修室  

テーマ；親亡き後の生活について(仮)  

講 師；カウンセリングルーム そらいろ 井上雅裕氏 

    井上先生の講演を聞いた後、グループ毎にディスカッションを行い、 

その結果を報告する。最後は質問タイムとする。 

 尚、11月の定例会は今回の研修会に変えることにいたします。 

・理事会 10：00～ 

・1２月の定例会は 17 日 

会場は小田原城址公園のすぐ近くです。誘い合 

って参加しましょう。参加ご希望の方は、フレッシ 

ュ厚木事務所（小野）までご連絡ください。            

ま

で

ご

連

絡

く

だ

さ

い

。
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【2023.6.30. 読売新聞より】 
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グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
所
、 

小
規
模
な
居
住
系
施
設
な
ど
を
続
々
と
設
け 

た
。
こ
の
動
き
は
、
施
設
入
所
や
入
院
で
は
な
い 

暮
ら
し
を
望
む
認
知
症
の
人
な
ど
、
高
齢
者
ケ 

ア
の
充
実
に
も
つ
な
が
っ
た
。
16
年
、
無
床
の 

「診
療
所
」に
変
身
を
遂
げ
た
。 

 

一
方
、
町
は
衰
退
に
向
か
っ
た
。
04
年
、
大
企 

業
の
工
場
の
撤
退
で
約
６
０
０
人
が
働
き
口
を 

失
い
、
下
請
け
の
倒
産
が
相
次
い
だ
。
人
が
顔
を 

あ
わ
せ
れ
ば
、
「仕
事
が
な
い
」。
若
者
が
去
り
、 

水
産
業
も
農
業
も
低
迷
す
る
。
同
年
、
30
％ 

未
満
だ
っ
た
高
齢
化
率
は
、
現
在
45
％
超
。
町 

は
縮
小
し
、
み
ん
な
が
追
い
つ
め
ら
れ
て
い
た
。 

 

医
療
や
福
祉
の
充
実
だ
け
で
は
、
「共
に
生
き 

抜
く
」道
は
見
え
な
い
。
今
は
診
療
所
長
と
な
っ 

た
長
野
敏
宏
さ
ん
（
52
）ら
は
、
雇
用
を
生
み
、 

患
者
や
住
民
の
居
場
所
を
つ
く
る
た
め
、
地
域 

産
業
の
事
業
化
に
挑
戦
し
た
。
な
ん
ぐ
ん
市
場 

の
活
動
は
多
角
化
し
て
い
っ
た
。 

 

ま
っ
ち
ゃ
ん
も
そ
の
一
角
で
生
き
る
。
「１
日
６ 

時
間
。
効
率
優
先
で
働
け
る
ほ
ど
強
く
は
な
い
。 

で
も
、
私
に
は
今
、
希
望
が 

あ
る
」と
話
し
た
。 

仲間たちと、高齢者向けの弁当をつくる 

まっちゃん（左） （山出憩いの里温泉で） 

相
手
を
思
い
や
る
こ
と
。
調
子
が
悪
い
時
、

気
遣
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
ほ
っ
と
す
る
気
持
ち
。

ど
れ
も
自
分
が
求
め
て
い
た
も
の
だ
。
愛
媛
県

の
南
端
、
愛
南
町
に
あ
る
温
泉
施
設
「
山
出
憩

い
の
里
温
泉
」
で
働
く
魅
力
を
、
ま
っ
ち
ゃ
ん

（
58
）は
そ
ん
な
ふ
う
に
思
う
。 

午
前
６
時
、
併
設
の
調
理
室
に
出
勤
す
る
。

仲
間
と
つ
く
る
１
日
約
１
０
０
食
の
弁
当
（
６

０
０
円
）
は
、
地
域
の
お
年
寄
り
の
家
々
へ
。
独

居
の
人
が
多
い
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
彩

り
豊
か
な
弁
当
が
、
み
ん
な
の
命
を
つ
な
ぐ
。 

共生のまちづくり 

 

温
泉
施
設
の
運
営
も
配
食
も
、
精
神
科
の
旧
御 

荘
病
院
（現
・御
荘
診
療
所
）と
町
の
有
志
が
、
２ 

０
０
６
年
に
設
立
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「ハ
ー
ト
ｉ
ｎ 

ハ
ー
ト
な
ん
ぐ
ん
市
場
」の
事
業
だ
。
「障
害
の
有 

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
多
様
な
人
が
、
地
域
で
『共
に 

生
き
抜
く
』ま
ち
づ
く
り
」を
目
的
と
し
て
い
る
。 

 

ま
っ
ち
ゃ
ん
は
、
20
年
前
か
ら
う
つ
病
を
患
う
。 

自
分
を
否
定
し
、
死
に
た
く
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。 

受
診
し
た
旧
病
院
に
紹
介
さ
れ
た
こ
の
仕
事
は
、 

11
年
目
に
入
る
。
温
泉
施
設
で
働
く
仲
間
た
ち 

10
人
も
精
神
疾
患
を
抱
え
る
。
あ
っ
た
か
い
関
係 

性
が
、
生
き
る
支
え
だ
。 

 
な
ぜ
病
院
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
設
立
し
た
の
か
？ 

二
つ 

の
流
れ
が
“融
合
”し
、
そ
れ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え 

た
の
だ
。 

 

統
合
失
調
症
や
認
知
症
の
人
な
ど
の
入
院
を 

担
っ
て
い
た
旧
病
院
は
、
１
９
７
０
年
代
、
患
者
の 

自
立
を
進
め
る
先
駆
的
な
社
会
復
帰
施
設
「平 

山
寮
」を
つ
く
っ
た
。
患
者
を
地
域
へ
。
祭
り
や
音 

楽
会
、
み
か
ん
の
収
穫
の
手
伝
い
な
ど
を
通
じ
て 

患
者
と
町
民
が
交
流
し
た
。
商
工
会
の
人
々
や 

保
健
所
、
町
内
の
県
立
病
院
も
、
町
の
ネ
ッ
ト
ワ 

ー
ク
に
加
わ
っ
た
。 

 

旧
病
院
は
１
４
９
床
あ
っ
た
病
床
の
削
減
を
続 

け
た
。
患
者
の
受
け
皿
に
と
、
２
０
０
５
年
以
降
、

グ
ル
な 


